
選 考 結 果 総 括 表 
 

府省庁名 厚生労働省 

 

役職 

現任者 任命予定者 

選考経過 
氏名 年齢 

当初就任 

年月日 
前職 氏名 年齢 現(前)職 

(特)日本年金

機構 

 

副理事長 薄井 康紀 60 H22.1.1 社会保険庁総務部長

［役員出向］ 

薄井 康紀 60 社会保険庁総務部長 

日本年金機構副理事

長［OB］ 

 
応募総数 43 名 

↓ 
書類選考 

    ↓（5 名） 
大臣に経過報告 

↓（5 名） 
面接 

     ↓（5 名) 
任命権者が選任 
    ↓（１名） 
所管大臣に協議 

※ 公務員ＯＢ該当者は、現任者及び任命予定者の「現（前）職」欄に[OB]と記載すること。 



役　職 氏　　名 年齢
当初就任
年月日

任期
任期満了
年月日

前　　歴 氏　　名 年齢 前　　　歴

理事長 水島　藤一郎 66 H25.1.18 2 H25.12.31
（独）年金・健康保険福祉施設整理
機構理事長
室町ビルサービス（株）顧問

厚生労働大臣

公募 副理事長 薄井　康紀 60 H22.1.1 2 H25.12.31 社会保険庁総務部長
【役員出向】 理事長 H26.1.1

理　事 坂巻　謙一 63 H22.1.1 2 H25.12.31 ちばぎんアカウンティングサービス
（株）常務取締役 理事長

理　事 矢﨑　　剛 56 H22.1.1 2 H25.12.31 東京社会保険事務局長
【役員出向】 理事長

理　事 松田　　將 55 H23.7.29 2 H25.12.31

厚生労働省医薬食品局食品安全
部企画情報課長
（独）年金・健康保険福祉施設整理
機構審議役
日本年金機構審議役
【役員出向】

理事長

理　事 喜入　　博 68 H22.1.1 2 H25.12.31 KPMGビジネスアシュアランス（株）
顧問 理事長

理　事 深田　　修 55 H25.1.18 2 H25.12.31

内閣官房内閣審議官
（独）国立長寿医療研究センター企
画戦略室長
【役員出向】

理事長

理　事 大澤　範恭 54 H25.1.18 2 H25.12.31
厚生労働省老健局総務課長
日本年金機構中部ブロック本部長
【役員出向】

理事長

理　事 芦田　　豊 60 H25.4.1 2 H25.12.31
サンスター（株）役員（特別プロジェ
クト担当）
日本年金機構研修部長

理事長

（特）日本年金機構役員名簿新旧対照表

任命権者 発令（予定）日

現　　　　任　　　　者 就任（予定）者

（公募の結果、改めて現任者を選任）



役　職 氏　　名 年齢
当初就任
年月日

任期
任期満了
年月日

前　　歴 氏　　名 年齢 前　　　歴

理　事
（非常勤）

磯村　元史 79 H22.1.1 2 H25.12.31 函館大学客員教授 理事長

理　事
（非常勤）

三木　雄信 41 H22.1.1 2 H25.12.31 ジャパン・フラッグシップ・プロジェク
ト（株）代表取締役社長 理事長

理　事
（非常勤）

川端　和治 68 H25.4.1 2 H25.12.31 弁護士（霞ヶ関総合法律事務所） 理事長

理　事
（非常勤）

小幡　尚孝 69 H25.4.1 2 H25.12.31 近畿日本鉄道（株）取締役（社外） 理事長

監　事 澤本　和男 67 H23.4.1 2 H25.12.31 三菱電機（株）顧問 厚生労働大臣

監　事
（非常勤）

水嶋　利夫 69 H22.1.1 2 H25.12.31 公認会計士 厚生労働大臣

現　　　　任　　　　者 就任（予定）者

任命権者 発令（予定）日



日本年金機構副理事長選任理由 

 

日本年金機構の使命は、政府が管掌する厚生年金保険事業及び国民

年金事業等について、法律に基づく業務等を行うことにより、政府管

掌年金事業の適正な運営や年金制度に対する国民の信頼の確保を図る

とともに、国民生活の安定に寄与することにある。 

このような使命を有する機構にあって、副理事長(統括部門担当理事

併任)には、そのミッションとして、理事長を補佐して機構の業務を掌

理するとともに、中期計画の推進など法人運営全般に関する業務を確

実に実施していくことが求められている。 

本件公募に対しては４３人の応募があり、選考委員会による書類選

考で５人に絞られた候補者について選考委員会が面接を行った結果、

薄井康紀氏を適任と判断し任命権者である理事長に提示したところ、

別途、候補者と面談した理事長も薄井康紀氏を最適任と判断し、所管

大臣との協議を行い、同氏を選任したところである。 

選任理由は、機構発足から約４年が経過する中で、未だ多くの課題

を抱え法人運営が難しい重要な時期にあって、職務内容書で必要とさ

れる能力、経験が十分認められ、かつ、機構の経営改革を実施すると

いう強い意欲を持っていることなどが、選考委員会によって最も高く

評価されたことによるものである。また、同人はこれまでの副理事長

としての実績及び年金制度全般に関する豊富な知見に基づいて、正規

職員１万人を超える組織を統率してきたことに加え、機構における

様々な課題の解決に向けて、リーダシップを引き続き発揮することが

期待できることから、理事長を補佐する副理事長として最適任者であ

ると判断したものである。 



 

選考委員会の属性について 

 

 

【厚生労働省】 

 

・日本年金機構 副理事長 

 

選考委員会のメンバーの属性は以下のとおり 

   ・大学教授    ３名 

   ・会社(役)員   １名 
                

    計       ４名 

 


	コピー
	新旧表（日本年金機構）


